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３）社会福祉法人R会 Lこども園 1歳児ももグループ（2019年2月28日に参観） 
・当日は、雨模様だったので、保育の計画と実際がやや違っていた。 
・指導案のねらいがこれでよかったのかを、改めてPJ等で検討するのが良いと考えられる。 
・子どもたちは一様ではなく、ブロックなどそれぞれに遊びこんでいる。おもちゃが多彩であった。 
・絵本「けんけんぱ、しろいかみ、おっとっと、たたんぱたたんぱ」の内容をよく覚えている。読んでほしいと、次々
に持ってくる姿が認められた。 
・子どもの心の動きを、保育のねらいの中心に置くとよいのではないか。 
・ちょうどよい棚を「かくれんぼ」に使って遊んでいる。 
・どうぞ、はい、ありがとう。等のコミュニケーションがすでに始まっている。先生に、バイバイと手を振る。 
・積み木を新幹線に見立てる力がある。ごっこあそびでは「サンドイッチ」を作っている。 
・コップでじゃ口からお水を出している。 
・クラス担任は、奈良学園大学文化女子短大の卒業生であった。 
・言葉のやりとりで遊ぶ様子が見られた。 
・部外者にも体を預けたり、寄せたりする姿がいくつもあった。 
・保育では、A＋B→Xになる。 
・先生が遊びをリードする。「車で遊ぼう」や、例えば「おじさんに朝ご飯もらっておいで」「行っといで」というと、
徒党を組んで遊ぶ姿がある。 
・保育活動は、終始大変ほほえましかった。 
Ⅳ．考 察 
 今回の３園の参観や訪問を通して、保育の指導法とは一様でないからこそ、きちんとした方法論を持って保育に取り
組む必要性が示唆されたといえる。 
園ではそれぞれに指導計画を立てており、それらを今回は事前に得て、保育活動を参観することができた。 
そこで、保育の指導法研究のためには、目的・仮説・方法を明確にする必要があると考える。しかしながら、これま
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での保育界の常識では、その方向性はあっても、具体的な目的・仮説・方法を示してこなかったというきらいがある。
そこでは、目的は従来からあるような「保育の質」の改善に、保育の指導法・具体的な保育場面の編成・構想とその適
切な実践が必要であることを確認することができたように推察される。何より、質的な改善は、保育の指導法の要であ
り、「保育者と子どもの出会い」によって決定されると考える。 
この素敵な大切な出会いによって、保育というものが多様な展開や実践の変貌を遂げると考えられる。子どもがリー
ドする出会いももちろんあれば、保育者がリードする場合もあるが、双方の働きかけあいや出会いの本質が保育の質を
決めることになるだろう。つまり、保育者と子どものどのような出会いが適切であるかを明らかにすることが、保育の
指導法研究の究極の目的と言えるのである。 
特に、今回の3園に共通した重要な視点となっているものは「出会いの有用性」である。保育者がどれだけ熱心であ
ろうが、どれだけ子どもに寄り添いかかわりあえるように願っていようが、そこに適切な出会いがなければ保育指導が
うまくいったと結論付けることはできない。その保育が適切であるとは、簡単には判断できないのである。 
そこでは、多様な保育形態があろうが、いずれにしても保育者の働きかけが子どもの活動と対応していなければ意味
のないものになる。ではどのように対応するとよいのか、どのように理解すればいいのであろうか。今後も考えていき
たいテーマである。 
Ⅴ．おわりに 
 最後に、新たな指導法研究の提案をしたい。以上のように事例から検討を深めていくとき、当面の研究課題としては、
次のことが出発点になるのではないだろうかと考えられる。 
１） 保育者と子どもの出会い（deai）とアイデア（idea）が、どのようになされているのかを丁寧にみることを、最初
の土台にする。出会いの中で２つの融合がどのようになされたのか、（またはなされなかったのか、）その主たる原
因は何であろうかと考える。
２） 出会いの中で指導の段階として、起承転結の４つのステップ（段階）をどのように踏んでいる保育活動であったか
どうかを考える。
３） 以上の統合保育では、遊び活動の指導と生活活動の指導において、各々の前提条件があると仮定すると、遊びと生
活において働いている理論やベクトルは同じではないと考えられる。例えば、保育のねらいを考えるときに、生活
の場合は生活技能の習得という具体的な目標が必要であるのに対して、遊びの場合には具体的な目標が前面に出
てくるというわけではないのであり、保育の指導法として混同しないほうが良いものと考えられる。子どもの遊び
と生活に分けて、論理や仕組みを整理していく必要があるだろう。
４） また可能な限りにおいて、事前・事後の保育者への聞き取りを行うとともに、可能であれば保育の振り返りを口頭
及び文書で収集するとよいと考える。そのポイントは、事前にはどのような保育を狙っているかであり、事後では
保育の振り返りであろう。
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